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〈研究紹介〉

高速度ダストを捕まえる話

宇宙科学術究所藤原 版

元&R 料学の研'先において惑星物質を地球に持ち

hl って，調べることは大変重要である。いったん法

科が持ち帰られれば探脊段階とはまったく呉なっ

た多くの分野の研究者が参 1m し様々 な角度から検

討される.こうして得られる知識の誌と質は研究

に質的な変化をもたらす。試料を手にして初めて

各干干の ιJ> f1 の絶対年代むきめられる。わが惑 Jt}..

地球に|具 lする知目置の多〈の部分がこのような知滋

をもとに組立てられていることを思い返してみる

必要がある。ハレー聾1iJの探査ではダストの組成

としてイヲ機物質を含むものが多〈発見されて話組

を呼んだが.政維な有機分← f の母体や構造は結局

わからず.試料を持ち帰って調べる ζ との重要性

が再認識された。将米の探脊ではランデブや泊

|控による本稿的サンプノレリターンが必然的な流れ

1

であるが.そi'Lに烹るまでにできることはないで

あろうかということで.普 Jl~. のフライパイの際に

J~i聞にまき散らすダストを jIll 11M して地球に持ちt， t;

る JI-Illijの検討が続けられている.このdl 曲i では'f

くの技術的E課題があるが.その一つに高述皮肉ダ

ストをいかにjJl lg を少なく jIll処するかというInJ題

がある。候補として与えられている ""PI!. と飛淵休

との相対i山主は約 8 km/sから I Okm/s である。粒 f

のサイズは 100μ からサプ μ オーダーにわたってい

る.われわれはこのような杭ザをうまく捕捉でき

るかどうかを地七実験によって調べているので紺

介しよフ。

一般に高速度|司休粒イが f千通何回体物体に衝突

すると， ';~iJL の運動エネルギーは一瞬にして熱や

破片の迎到 jエネルギ一等に転、化されクレーターが



作られると同時に入射粒子はばらばらになって飛

散しとても捕獲できない。そこで考えられるの

は高速度粒子を次第に減速して止めることである。

その方法としては二通りある。一つは簿いフィル

ムを何枚も間隔をおいて並べてスタックにしたも

ので受ける方法。もう一つは低密度素材の材料で

受けることである。これらを試すために二段式軽

ガス銃で 7 mmのナイロン球や微粒子を 4 km/s を上

回る速度で打ちこみ， 1~入深さ，入射粒子の損傷

!立などを調べている。身近な低密度素材として発

泡スチロールがあるが市販のものは密度が約0.01

glee程度て'ある。スタック法では全体のバルク密

度は材質と厚さ，間隔を調整して自由に変えるこ

とができるが，等価密度としては同じにした発泡

スチロールなどとは効果はどのように異なるであ

ろうか。

まずモデル実験として厚さ O.lmmのアルミニウム

の yートを0.5mm間隔て・スタックとしたものに7酬

のナイロン球を 1~入させた結染が図 l に示してあ

る。低速での1.'J:入のときは細長い孔があくが入射

粒子の速度が速くなってくると孔が膨らんでくる。

側々のシートには花弁状の火があく。また図から

わかるように孔の深さははじめ速度とともに地加

するが，やがてピークに達した後減少する。入射

粒子は約 1 km/s 程度まではほぼ原形をとどめたま

まで発見されるが.それ以上では破壊が顕著とな

る。

一方低密度連続体の代表的なものとして発泡ス
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図 T 戸ルミニウムシートスタックに打ち込んだ

とき!こできる孔の形状

図2 発泡スチロールに在方から打ち込み，断面を

開いたもの。速度4.4蜘Is。

チローノレを使って同様に調べたものが図 2 である。

サイズ 7 mm，述J立 41αn/s の粒子は約 2m程進んで

止まる。発泡スチロ Jレのtj，'j合は孔の径の最大に

なる所が浅いところにある。図 3 には孔の深さが

速度とともにどのように変わるかを示している。

O.Olg/ccの発泡スチロールでは速度 4 km/s でもま

だ顕著なピークが見えていない.図 4 には回収さ

れたプロジェクタイルがどのように変形している

かを示してある。また図 5 にはもとの質量の何パ

ーセントが回収されたかを示してある。 4 km/s あ

たりまで80%の回収が可能である。ここまでの実

験では発泡スチロールのほうがスタ y クに較べて

回収初~JE事は良さそうにみえる。しかしスタン 7 の

シートの!享さを薄くしていって枚数を地してやれ

ば連続低密度体に等価となることが予想される。

結果は.粒子の通路にそっての孔の径のプロファ

イルなと'Ii発泡スチロ ノレにみられるものに似た

ものになったが.入射粒子の回収効率はむしろ厚

いシートのスタ y クよりも低下した。

きていくつかの捕後材について賞入深さを材料

の密度に対してプロ y トしてみると， 'if:/支の高い

ところでは密伎の約 0.5 来、密度の低いところ

では約一1. 2 采で変化する。通'出官;度の国体ター

ゲットにできるクレーターの深さは密度の -0.5:束、

低音度の極限である気体中で減速される距離が気

体密度のー 1 :来で変化することを与えるとわれわ

れの出した値はこれらの中 IHIである。現在はクレ

ター現象， mtli1.現象がそれぞれ独立に扱われて

いるが， f，止密度体への貫通現象を理解することに

よって，これらを統一的に理解できるようになる

かもしれない。ふたたび発泡スチロールの実験に

もどる。入射粒チが破壊せずに回収される上限速

度を発泡スチローノレの密度の関数として求め， ー

η
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れを外挿してみると.速度IOkm/s程度の粒子を壊

さずに捕鍍するには密度 O.OOlg/ee オーダーの物

質が必要であることがわかる。このw度は l 気圧

の大気に相当する。そこで考えられるのは気体を

つめたセルの中で粒子をまず 4 km/s まで減速させ

厚さ1.5μの戸ラミドフィルム窓を待つガス

セルに鋼の小粧子群(速度約4岡Is) を打

込んだ跡(格子サイズは一辺 1 11lll).，

図 6

たのち発泡スチロール様の低密度材で捕後するこ

とである。気体を使うことのメリットは，理論(I(J

予測が可能， t6)'i'l 性，純化可能，密度制御の容易

性などである。しかし気体を閉じ込めるために薄

膜窓が必要である。いったん粒子が通過してフィ

ノレムに穴があくとそこから気体が流れ出してしま

う。そこで蝉の巣のようにそれぞれ独立な小セノレ

を多数並べた附造と L，粒子が減速される極めて

制時間ガス圧が保たれるようにするのが一つの方

法である。いずれにしても薄い膜で仕切られた気

体中に粒子を打ち込んて'粒子の減速状況や膜の状

態などを調べる必要があり現在試験している(図

6)。実験では粒子は無傷で回収されている。

取扱の厄介な気体にかわる物質はないであろう

かということで注目されるものにエアロゲルとよ

ばれるものがある。この物質はガラスと同様Si と

Oからなり透明なゲルであるが，原子レベルでZE

隙の多い構造である。米国で低密度化が進められ，

最近ではなんと O.003g/c.c. というものが開発され

た.まだ開発段階で厳しい条件下での使用に耐え

るものではないが驚異的な軽きである。残念なが

ら圏内で作られるものは今のところO.07g/c.c.程度

どまりである。超低密度材が使えるようになると

気体セルに誼き換えられる可能性がある。当面的

謀題は各種の低密度素材の開発とそれらに対して

さらに高速で各種の粒子を打ち込むテストを行う

ことである。(..;、じわら・あきら)
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発泡スチロール中の飛程。粒予 7間ナイ

ロンE章。スチロール密度 O.01g1∞(ム)，

O.04g1∞(口)， O.07g1阻(0)。黒点'粒子

破療。
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衝突速度(畑Is)

発泡スチロール中での入射粧子の回収率。
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一ぷ *M-3S 1J -7号機、総合・地上系オ
附 IU.S ¥1
凶事情 H へ
てと'./ 内之浦冬の陣のト y プをきって.

標記オペが. 10 月 27 円から II 月 II 固まで行われた。

本機は，来年の 2 月に ASTRO-D 衛星を打上げる

ロケットで，この期間，相 t草原、で行われる衛星の

試験と並行して内之浦にてロケ y 卜側の準備が進

められる。

各搭峨機器を組み合わせた総合動作チェ y 久

J先導制御系の';ft子部とア 7 千ュエータをつなぐ極

科試験.一年以 t使う機会のなかった池上設備の

チェックなと'いずれも結栄は良好で f定通リオペ

を終了した。本オペの一つのハイライトである誘

導制御系を実際に採らして角速度を与えたり傾け

たリして行う eN 系総合試験も‘手慣れた実験成

の見事なチ ムワークで， ドノピシャリの予定時

刻に無半終 T. 7 号機にもなると千際が極めてよ

くなる。

今回のオペはロケン卜格故機器および地上系の

総令的な試験が一つの位ではあるが，組立てオペ

の始まりとも言える品目立て作業も i! 主められている。

すでにサプブースタおよび尾梨筒関連の組立て配

線作業は.大半を終えている。また今回より初の

試みである，サイドジェ y ト胤のタン 7 を燃料の

ヒドラジンで満たした状態で運び込み 2 段阿に取

り付ける作業も完了した。これにより，従米 7 ラ

イトオペて二射場にて長期間必要としたヒドラジ

ン充填準備作業および経倫塔にて一日費やしてい

たヒドラジン充横そのものを省略できることにな

った。

今後は. Il H 下旬からの組立て才ペ， I 月下旬

からのフライトオペと進んでいく予定である。

(中谷一郎)

*SFU フライトモデルの総合試験始まる

今年者から始められていたパス系的組立て，そ

れに統< II の尖験機器全ての組付けも順次終えた

SFU のフライトモデルは.初 WI'; 1l気試験も無事終

了しいよいよ総合試験に供する 4になった。総合

試験を行う "j-:'di 開発ギ業団筑波宇宙センタへのフ

ライトモデノレの輸送が先日行われた。 7 ライトモ

デルを収缶したコンテナは.組立てが行われてい

た電機メーカーの鎌倉工場を深夜に出発し江の

烏，銚子 i益ヶ an を経て海路土浦港へ運ばれ.土

浦で水切リ f主将ひ'深夜の陸送を行い 10H27 日未明.

無事宇宙センタへ運び込まれた。計 6 日!日!の輸送

であった。輸送後.結露防止のため温度管理を行

い，その日のうちにコンテナ|羽缶.外観検査が為

された。次の日からアライメント;十社 \11 などが行わ

写真 1

写真 2

-4 ー



れ，来年の晩夏まてaの長い総合試験をスター卜し

た。総合試験では.軌道変換推進機 (OCT) ・姿

勢制御用推進機 (RCS) の機能試験.熱A~試験，

電舷適合性試験，シャト Jレ/H- I!モーダルサーベ

イ試験，音轡試験など数々の試験を乗り越えねば

ならない。まずは税花，熱J'J:.空試験の準備を if主め

ている。写点 l は.輸送後.コンテナ開缶の僚子

乞写真 2 は 7 ライトモデルの全去を示す。写真

2 の左手 J且い筒は赤外線望逮鋭(IRTS) で.右

手の箱内には電気推進実験( EPEX) が，また，

上I而手前には二次元展開・市fE圧ソーラアレイ実

験が搭載されている。上聞左右にあるのは畳み込

まれた主電力供給用のソーラパドルて・ある。

(i育水幸夫)

*5-520-16号機噛合せ

平成4年度第二次笑験で打上げられる S-520-16

号機の噛合せ試験が11月 9 日より飛捌体環境試験

棟で始まった。このロケットの観11II1~街宣はMETS

(MicrowaveEnergyTransmissioninSpace) と日乎

ばれ，税子切離しを行い税から fヘマイクロ波を

送電することにより. ':tよ離屑プラズ 7内の応答，

挙動を謝べることを目的としている。 7イクロ波

送~技術は将来の電波の応用分野を開拓するもの

として注目を浴びており，このロケ y ト実験も 19

92 年の国際守二宙年のプロジェクトの 1 っとして認

められ，幽際協力の一環として受電アンテナにア

メリカの Texas A&M 大学が参加している。また.

このロケ y ト打上げ実験のもう一つの目的として

超音速パラシュートの尖験がある。将米.軌道 t

から衛星を回収したり~~豆大気中にプロープを

投入する際に超音速領域で聞くパラシュートが必

要となる。観測ロケ y ト実験や超音速風洞試験の

結果から有用なデータが得られると期待されてい

る。

なお p尚合せ試験は 12 月 8 日まて'の予定て'現イ士

進行中であり，来年 1 H15 日の打上げに rrl] け関係

者一間借闘中である。(吉Him二)

*NTC管制・計測録作系総合機能試験

M-V型のモータ開発に対応して大塑大気燃焼試

験設備および雨空燃焼試験設備が新設され.第 l

計測量iも以・築更新され而目を一新した。支援系も

中央管制盤， CPU を更新 L. J'十I同l操作系回線，中

継端子盤等の増設およびレイアウトの変更が行わ

れた。

今|面I. 管制・ ;~i 洲操作系オペレーションとして

11 月 17 日から 25 日までのIllJ. 高宅燃焼試験設備系

の一部未完成部分を残しているが，現時点におけ

る大気燃焼試験設備系を中心に.計 4則操作系回線

のチェ y クと小型モ タの燃焼試験を教材として.

若干の;lHIII を行い計測操作系機能悌認を行った。

作業は主として幅較する圃線チエ >7 であった

が，総仕上げとして行われた燃焼試験は一新され

た中央管制禦. CPU を用いて，多少の戸惑いが見

られたものの順調に行われた。

今後，未完成分の憐築のなかて二本オペレーシ

ョンの経験を通して改良市を検討し.本試験に If，)

けて設備の充実がはかられる。

なお，燃焼試験のモータは第 1. 2 段用点火モ

ータであるが. M-V1~の雄大なスケールを改めて

再認識するところがあった。(今i畢戊夫)

*最も美しい(?l気球観測データ(表紙写真)

6H号で既報のとおり，今年のオーストラリア

気球実験(迷亦外観測)は大成功を収めたが，そ

の後の解析によって.表紙:与式のような美しい結

栄が得られつつある。これは . J.ス紫イオンの放射

する遠赤外スペクトル線(波長158 ミクロン)の強

度でHil l，.、た我々の銀河系(天の川)のII主である。

この新しい観測結栄によって，銀河系の II!.!間空間

には!共謀イオンを含むガスが1213に存在し，ガス

の冷却をコントロールしていること.さらに炭司会
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イオンをつくる紫外線が満ちていることがはじめ

て証明された。また，たった一夜の気球実験によ

って，天の川銀河系のほぼ全体像を，精\tに描き

出すことができた点で，世界的に見ても.最も成

r)りした気球実験の一つにあげられるだろう。手前

味噌ながら.観測結巣の見事さが諸外国の銀河系

研究者から高〈評価されている。(;芝井広)

お知らせ 南東車車店車車車車車車車車南端車車車車車車以向車ヴ

国際宇宙年 (IBY) 記念企画「宇宙学校」

日 時平成 5 年 l 月 17 日(II) 10時.13時.15時 合第 I 時限(IO ∞-12:10)

会 場 相模原市立あじさい会館ホール "宇宙何でも見てやるぞ

対象者小学校 5年生以上 ① X線 r線で宇宙を見る 井上

②赤外線てー宇宙を見る 芝井 広

申込方法受講希望者は i土 ill:ハガキてずf望する ③'1(U，止て'宇宙を見る -'f林 久

時限を明記向上お申込下さい.平成 5 合第 2 時限( 13:00-15刀0)

年 l 月 11 日必着のこと。 "太陽系をさぐる"

(先着各350名械に受講菓をお送りしま ①地球的仲間違 水谷 仁

す。) ②太陽系的支配者 小杉健郎

③地球周辺のせめぎあい 小限隆博

問い合わせ・申込先 合第 3 時限 (15: 10-16:50)

文部省宇宙科学研究所管理部閥、務課 宇宙へ飛び出す'

企画広報係 ①ロケ y ト 的川泰宜

干229 柑岐 Iff.市由野台 3 -1-1 ②無重力 ;日谷明美

電話 0427-51-3911 内線2205 ③宇宙との紫敵なかかわり合い

を求めて 成尾芳博

切除ロケット・衛星関係の作業スケジュール ('93年 2 月・ 3 月)

2 月 3 月

l 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 30

M-3SIJ-7
ワライトオベレーンヨン

Ofl より) (KSC)
M-34-1 地 lニ燃焼試験

部ペ14ネ回トレータ円入災輯 (NTC)

(NTC)

*シンポジウム・研究会

大気圏シンポジウム

日 時平成 5年 l 月 26 日(刈- 1 月 27 日附

場 所宇宙科学研究所・会議場

問合せ先 宇宙糾学研究所百ー車部研究協力諜

共同制 Jill 係

TEL 0427-5 ト3911 (内線 2234 ， 2235)

お詫びと訂正: ISAS ニュース No.1 40号において，

ISAS 事情の側中，能代ロケ y ト実験場 30周年の

記事で誤りがありましたので，下記のとおリ訂正

しお詫びいたします。

5 ページ上から 2 行目「松尾弘毅・小山孝一郎両

先生 J を「松尾弘毅・水谷仁両先生 J に訂正。
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[特別報告]

世界の月・惑星探査計画

(第 12回lAce会議の報告より)

きる 10月ワンントンで開催されたlAce におい

て 4 機関の月 惑星探査計画が紹介された。

NASAl!すでに金星周囲軌道に '7ジェラン J

を持ち，合成関口レーダーを用いて金星の詳細な

地形図を作成中。木星探査機「ガリレオ」は 12 月

8 日に 2 回目の地球スイングパイを終え，小惑星

アイダとの会合を経て 1995年に木星に到着する。

今年は 9 月に「マーズオブザーパーJ が発進した.

残る認可ミ"/:;..-'ョンは 1997年打上げの「カ ;t:...-' ニ」

だけである。これは衛星タイタンへの降下プロー

プ「ホイへンス」を提供する ESA と共同の土星探

査機である。 NASAの有人火星飛行への執念を見

ると大型計画の夢を放棄したとは断言できないが，

もっと頻度の高い低コスト(年間8500万ドノレ以内)

の惑星探査(ディスカパリ一計画)が兵剣な検討

段階に入った。 lAce の時点て"すて担に調査段階に

あったのは MESUR (MarsEnvironmentalSurvey)

の先行ミンションとしての "Pathfinder" (JPL)

と "NEAR ‘ (APL) (地球接近小惑星ランデプー)

め 2つだったが，すでに 100 を越えるコンセプトが

徒出されている。

ESA がJJl.1'E検討中のもので最も野心的な琴昼伎

サンプルリターン計画「ロゼ y タ」は 50kg のサン

プノレを地球に持って帰ろうというもの。その前に

CRAF(CometRendezvousandAsteroidFlyby) を

NASA に協力して行おうとしていたカ九キャンセ

ルされたので，これにかわる重要計画を模索中で

ある.また ESA は火星への '7 ーズネ y ト」と月

へのミ'/:;/ョンに大きな関心を表明している。

IKI(ロシア宇宙科学研究所)の '7 ーズ 94J は

母船からベヰトレ-?と小型ステ ションを落と

すもの。 '7 ーズ 96J は母船からバルーンとローパ

ーを降ろす.次いで IKI は '7 ーズ アスター」を

打上げ，火星フライパイの際に小型ステーンヨン

とペネトレータを落とした後，小惑星に接近させ

る計画を持っている。

NASA は小 32 の rrSAS 'fi J ミ'/:;/ョンを前面に

押し出し.大型の火星探査は国際協力という切札

ミッション名 実施償問 |打上|打上清・認可~.横討中
げ年

金|マジェラ J NASA

!SAS

1991IX

星|金星パトン ﾗ

月|ルナーA ﾗ!SAS 1997
一ー・ 4島一...;-_.一一 t....· ..

トズ・オブサー，~ NASA 1992 ﾗ

パス71 イン f- NAS.~ 1996 ﾗ

!KI 1994 ﾗ

メジャー NASA 1999 ﾗ

マーズネット ESA 1999

ﾗ

ﾗ

星|市ツト B !SAS 1996

マ-;(9 6 IKl 1996 ﾗ

マ-J.. ·7 A7- IKl 1996 ﾗ

外 litリレオ NASA I1989IX
白 、 白・.... ...,

惑|カツンニ/ホイヘノス I NASA/ESAI1997 ﾗ

星 l 冥王星フライパイ NASA 2000 ﾗ

|費量ラノf-

醤茸星崎 NASA/ESAI2002

サッカー lSAS
星|

ロゼッ P ESA

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ
づ、 17-;( ・ 7ス 1- 11K!

惑 I NEAR INASA

星 I/J -t~星ラノデプー 11SAS

1996

1998

を掲げるに相違ない。 ESA も IKI も火尽への想い

は熱い。安上がりで見返りの多いベネトレ-?と

いう武器を開発しつつあることといい，確実にや

ってくるであろう火星探査の国際協力に強力な地

歩を築くことのできる「プラネ y ト B J の遂行と

いい， 日本が選択した道は誤っていなかったと言

える。 lAce においては，この日本の両計画に対

L , NASA と ESAの並々ならぬ関心が述べられた。

(的川泰宣)
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宇宙に生物はいるか?

地球以外の天体に生命が存.(±するかどうかを考

えた I) .調べてみたいと思っている人は多いと思

われる。それこそ無数の星々の中に，この太陽系

と良〈似た環境と歴史をたどった惑星系がたくさ

んある(あった)としても，少しも不思議では無

い。それどころか，むしろそのように考える方が

自然であろう。従って，地球に良〈似た別の天体

でも生命が誕生し，進化して高度な文明を築き上

げた生物がいた.あるいはいるという前提で質疑

を行う事にした。

「宇宙(地球外)に生物がいるとすれば.どん

な形でどんな元素から成っているかヲ」

地球外に生物を確認できた例は今のところは無

い。かつて SFの世界で，火星人を考えた仰jがあ

り.その形はタコのオノ〈ケみたいであった。もし

火星人が高度な文明をもっているなら，知l能は高

いはずでありそのために政は大きく発達し，火星

の重力は小きいため，1tのような丈夫な骨格は必

要とせず，タコの足のようなもので十分であると

考えれば，少しは科学的恨拠はあるとすえそうで

ある。あらゆる生物の形は環境に対する作目的性

をもって適応し.進化して行くものであり，もし

地球に似た原境下で生命が誕生し，進化して高い

知能，技術，文化をもっ生物がいるとすれば，地

球の人間によく似た形に進化していると考えるの

が妥当であろう。地球上の生物は炭素.水素.画企

業，窒素を中心lこ. 自然に存イ干する約90純の元素

のうち.約30障が使われている。特徴的なのは，

炭素の化合物を中心に構成されていることである。

炭素は結合手を 4 本持ち.多郁多様な化合物がつ

くれる。 SFの刊界で，ケイ素生物と言うのが出

てくるが，ケイ紫は炭索の{中 IMl で結合手をやはり

4 本持っているが，ケイ索ーケイ索開の結合はあ

まリ安定でなく，高分子をつくることができない。

炭素 炭素結合をケイ紫に置き換える事はできそ

うにない。二般化炭素に相当する化合物は二信金化

長谷川典巳

ケイ紫であり.それは石英である。それにケイ紫

の化合物は水に溶けないものが多< .生物を組み

立てるには不1{IJ きであろう.従って，地球外の生

物も炭素を中心とした元素から組み立てられてい

るに違いない。

さて，次の質問は最も聞いて欲しくない質問で

あった。 rUFOに乗って宇向・人が本当に地球に来

ているか? J

UFO とはそもそも未確認，つまり同定できない

飛行物体であるから，それに何(者)が乗ってい

るのかも未踏認と言うことになる。回答者の意見

が別れた。ある回答者は自信を込めて rNOJ と百

う。そしてある回答者は再定はしないまでも，可

能性を示唆した。 UFOを目懲したと称する人はた

くさんいるし，本「ミニミニ宇宙学校」の参加者

の，!.'にもその存在を強〈主~[ーする人もいたが，そ

れが宇宙人的来った宇宙船であることを確立、した

訳ではないて・あろう。しかし，宇宙人がいてもよ

いではないか。と言うよりむしろ，いる可能性は

I~\い。宇宙の歴史は約150倍、年.太陽系ができたの

が約45億年前，生命の起源が今からおから40億年

。III と考えられている。敏人の出現が約 250 万年目iII.

現代人の出現は 4 万年前，人 JUJが文明を持って数

千年ー産業革命が今から二佐!数卜年前，そしてそ

の後の，特に最近の科学知議と技術の爆発的な発

肢を考えると.長い宇宙の歴史の中で地球に似た

旦に地球とはほんの僅かな時間iのi韮い(字'出ー的ス

ケールでは何万，何十万年)で生命が誕生し進化

して.その結果，高度な文明，科学技術を持てた

と考えるなら.現在の地球人よリも高度な技術を

もって他の天体から地球に米ているとしても少し

も不思議ではな L、。来ていて地球人を観察はして

いても，わざと接触しないという事も考えられる。

例えば.病原体の感染を恐れているとか，地球人

には思いもよらない技術を凡せたくないとかーーー。

(はせがわ・つねみ)
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韓国と KAIST

来原邦郎

10月 8 目的夕刻.久しぶりに特国.ソウルの金

浦空港に歪IJJt:する。いつものごとく韓国科学技術

院 Korea AdvancedInstituteofScienceandTech

nology(KAIST) の金文彦.玄在民[1t ij 教授の LU 迎え

を受け. ソウノレ市内のホテルへ r~IJ かった。空港か

らホテルまで 20km ほどしかないのに，道路の渋滞

のため l 時間 45 分もかかってしまった。 6 年半ほ

と'Nt j隣国に初めて行った時.空港からソウルの中

心まで 30 分ほどで行けたはずである。その!日 l ソウ

ルオリンピックもあり，道路網の幣備も進んだは

ずなのに，渋滞はますますひどくなって今では東

京以 tのひどさになってしまった。

この 6 年半の附に .fl. の訪韓は 20 回近くにもなる

が句§fjど日緯科学技術協力のプロジェクトのため

KAIST へ行くだけて:緯闘の事情に特に詳しい訳

ではないが， 日本から近いわリには，韓間の現状

について知句れていないようなので触れてみる。

僻悼 lでは，一帯命名な大ザはなんといっても 1 1' 1

点滅帝国大学てーあったソウノレ大学てーあり， 入学試

験の難しさも jjlj 格である。ニのょっなことは H 本

でも全〈同憾なので，いかなる受験地獄があるか

は忽像に難くないのであるが.大学院に限 l しては

かなリ事情が異なっている。

今から 20 年ほど ili) ，朴正照大統領の時，彼の指

示に).~づいて.これからの韓国の発展にとって科

ザ技術的振興が最重要課題と考えて自 IJ った特別な

大学院大学が KAIST なのである。和 Jが特別かとい

えば.まず笑質はもちろん図立であるが，国立に

してしまうと公務員でなければならずいろいろな

制約が起こるので特妹法人にしている。そのため

外国.特にアメリカで図絡をとってしまった若い

研究者をそのまま呼び戻すことができた。また給

料を同じレベルの|耳立大学の教綬の 2 併以 tにし

て優秀な人材を集めた。そればかりではなし学

生には無条件に奨学金を給付 l，徴兵免除とした。

この学生に対する特典は KAIST の学生のみに与え

られたので.ソウル大学を主として優禿な理工系

のγー生は大学院は KAISTI こ集中してしまった。

研究費も同機に優遇されたので.外国の学術誌

に掲載された韓国の論文の 9割以上は KAIST から

のものという時期が続いていた。

ニのような特別な大学院大学ないしは研究所を

つくるのは弊害も多いだろうが，あまねく広くか

っ薄い研究費の配分に嘆いている日本とは好対照

をなし， 1970 年以降の純国の驚典的な経済発展に

寄与したことは疑う余地がない。

しかし、この KAIST の特別な待遇はそれ以外の

大学，研究機関からの反発を免れず，次第に差が

納まっていく。ついに， KAIST はソウルから追い

出され， 新研究学園都市大間 (Taejun) への移

転が決まり， 1992 年 3 月に完了している。大国へ

の移転計幽と平行して科学技術大学という under

graduate の都分を作ってしまったので、 KAIST は

もはや特別な大学院大♂ 7; て'はなし普通の理工系

大学に変わりつつある。

ただもちろん， 20 年以上にわたって蓄えてきた

人材，研'先環境は特別なものがあり， 世界的に見

ても起一級の研究機関であることは変わっていな

い。韓国でスーパー コンビュータ (Cray2) を

持っている唯一の研究機関でもある.

大凶はソウルから1I iあるいは鉄道で 3 時!日 lほど

かかるので外国との交流という'():昧では大変具合

が悲し、。今回も日艇が非常に制< ，かつ両教授と

も自宅はソウノレなので大旺 l まで行かず.打ち合せ

はソウルて 1高ませてしまった。

斡国行きで一番楽しみなのは.本物の韓国料患

にありつけることである。日本で韓国料理という

と焼肉とキムチくらいしか思い付かない人もいる

が，ソウルで味わう斡国料庵は非?古にバラエティ

にとんでいる。肉と野菜のバランスが絶妙で私の

最も貯きな料理である。今 l司は渋滞もあって夜 9

時半すぎになってしまったが.早速 3 人でホテル

近くの庶民的なレストランで鍋料理主と，焼酎に舌

鼓を打つ。

10 月 9 日は玄先生の自宅で打ち合わせ。ソウル

では一戸建ての住宅は殆どなくな I) , 多くの人は
高層分説アパートに住んでいる。ただ日本の公団

住宅等に比べて質はかなりよく、初心にずっと近

〈悦利である。玄先生毛も 7'マートとはいえ70坪

以上もある。昼は自宅近くのレストランで焼肉を

食べ，夜は玄先生の友人の実業家の按待であった

が.その人が気を利かせ過ぎ日本料理店に連れて

行かれがっかり。 10 日はもう帰国しなければなら

なかったが.飛行機は夕方なので昼食は前日の恨

みを晴らすべ〈金先生とたらふく本格的な健凶料

理。やっと満足して金先生夫主に送られ金浦空港

から帰国。飛行機に乗ってしまえばたったの 2 時

間て'成田到必。(くわばら・くにお)
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~.泊 星間塵は、生命誕生に寄与するか?

宇宙生命 (3)

朗

世界中の天文観測屋さんが20年以上も，銀河の

嵯のスペクト Jレを求めて努力してきた。人工衛星

からの紫外・可視スペクト Jレの観測や赤外望遠鏡

による観測などによリいろいろなことがわかって

きた。銀河の盛は，老齢期の量的周りでつくられ

る。星と星の問の空間に，極度に薄い濃度で.し

かもきわめて似た性質の微粒子が存在する。lfJ!，は

最後に暗県昼雲の中の氷に包まれる。などのこと

である。

これをうけて.ここ 10年あまり，実験室で似た

スペクトノレを示す物質の合成を目指す研究が進め

られた。筆者は， とくに炭素質の塵を追い続けて

きた。どんなかたちで生成するか?どんな具合に

変質するか?惑星系の誕生の時には，どんな勝造

をもって集まったか?

笑験結巣をまとめてみると，次のようなことが

わかったロ老齢期の星の周りでつくられる炭紫質

の塵は，はじめ水素を炭紫と同じくらいの率でも

っているらしい。つまり.いくぶん有機質の塵で

出発する。この塵が長い間昼間ZE間を漂っている

と.変質して水素を失っていく.いわば焦げてい

くのである。この焦げたlfJ!，が星t~J墜としてたまる。

ここまでわかると，後は一気に話しを進めたくな

る。こんな焦げた獲が暗黒星雲に集まり，それが

塁間鹿

核となり，その上に氷がつもりー 。

ところが事実は小説より奇なりである。

1990年になり，できたての盛からの紫外線で聞

らされている塵が，銀河のいろいろな場所で似た

赤い蛍光を放っていることが観測された。この反

射星雲の墜は.最も年くったiil間接といえる。こ

の変質の進んだ邸に，新しい特徴がみつかった。

さっそく，尖験でこの原因を追求してみた。

よく焦げた l長からは.この赤い蛍光はでない。

逆にできたての有機質の盛に特徴的に見られるの

である。しかも，この‘蛍光物質"は真空中で安

定で，温度が上がるとガスとして蒸発し冷たいと

ころて'誕縦し，再び蛍光をそこで放つのである。

われわれの銀河の星間塵は，だいぶ焦げてはい

るが初期にあった活性な"蛍光物質"を未だ少し

含んでいるのか?それとも.誕生して問もない星

が反射星雲として躍を光らせているような，M.形

成領域では特殊な盛の一生があるのか?

いずれにせよ，原始星の誕生，ひいては惑星系

の誕生の時期iにまで.炭素質の塵は有機質の部分

を保ちこすらしい。銀河は，惑星系の誕生の時に，

生命誕生の原料になる有機質の物質を盟日に準備

してくれているかもしれないのである。

電気通信大学 坂田

二:':~. ~~-~:'.:{;::';~i~~~~~~.;;~·~::.~~~!秦堅議二主~'.，今、
ら岬全: : ・・2 刊局、;·-.'r" .~..-.~穐 r・守ぜこ :~1 画圃厄

L4S 号b. ・. -・.'ミ奇 ;-Jt 信号・一、 ら宍野 :3r. 二
.、，予ぞ tr;

でき疋ての鹿、上

事瞥

箇黒星雲の塵

、J1

・:、.な・ 0.0"'- -.-・

-~，~・“・

老齢期の星

iii: • •
:~~

d
原始星

成人期の星

銀河における星と塵・ガスのサイクル
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〔特別寄稿)

MY “ NEW WORLD"
Angelo Volpi

“ Nice play lastsshort"we say in Italyand

formeitisalreadytimetogobacktoMilano.

WhenIleftmy town , almosttwoyears ago ,

tocometoJapansponsoredbyEuropeanComｭ

munity , IthoughtJwouldhavespentmylast

daysherelookingcontinuouslyatmywatchand

countingdownthesecondstogobeforemy

departure.Itisexactlywhatishappening...but

with completely the opposite meaning. I'm

checkingmywatchandI'msodisappointedthat

H >s runningsofast! “ Kaeritakunai!!" IleftItaly

withtheclearideatobegoingtohavethemost

difficultandhardexperienceinmylife...andI

hadthemostinterestingandpleasantone.Ididn't

findanyofthebadatmospheresIfoundsomany

timedescribedbyEuropeanwritersorjournalists

I'm suretheyhaveneverbeenhereorifthey

cametheystayedoneweekinGinzaandthey

usedYamanotelineonlyat7:45a.m. Idon't

wanttomakethesamemistakeofthosejoumalists,

Idon'twanttospeakforeveryone, Idon'tknow

thereallifeofaJapanese, butformeJapanisone

ofthebestplacesintheworld.WhenIwentto

RussiawithProf.KohnotoattendtwoConferences

andattheendIsaid “ Now Igohome",myRussian

friendsthoughtIwasgoingtoItaly. No, Iwas

referingtoTokyo.Intheselasttwoyears, really

Japanformehasbeen“ Home". Mytinyapa 目ment

inTokyowas “Home ぺ my labinKomabawas

“Home ヘ the dojowhereIstartedtopracticeAikido

was “ Home". EvenwhenIwentbacktoItalyfor

shortperiodsIfeltasifIwasn'tgoinghome:I

wasonlychanginghome.Iwasonlygoingtomy.

“ old Home"beforecomingbackagaintomy

“ new Home".Forallthismarveloussensations

I'm, ofcourse, indebttoJapan, butoveralltomy

colleaguesinISAS.Tohavehadtheoppo ロunity

toworkinaveryfriendlyambientandtohave

hadfriendsmorethancolleaguesgavemeavery

safebasetostarttolookatJapanwithamore

relaxedspirit. Throughthepatientexpl 叩allons

oftheJapanesecustomsbymyfriends , Icould

starttoacceptandlateralsotoenjoymanyaspects

oftheJapaneselife...eventhelongworkingtime

andtheworkingSaturday(incredible)!!WhenI

leftItalyIwasafraidbecause 山e “cultural gap"

but, formanyaspects, itwas 日lied inaverysho 口

timeandnow['mgoingtobeafraidforthe“ return

culturalgap". BeforeIwasanItalianinItaly

Cthatwasperfect')andnowI'mgoingtobea

“ half-Japanese" CasProf.Kohnosays)inItaly

lots of problems are foreseen! After this

experienceinISAS , whereeverythingissowell

organizedandwheretheworkisrelatedtoso

manydifferentandexcitingaspectsoftheSpace

Science, it'sgoingtobedifficultformetogo

backtomygood, butlittleInstitute. ISAShas

beenformereallya “ New World"andstaying

inside it Icould find newenthusiasms and

motivationsformyresearchactivitiesandalso ,

throughthefriendshipofthepeople, formylife

too.BecauseofthatIwanttothankallofyouin

ISASandallmynewJapanesefriendsIgotin

theseyears.Iwanttosay“ Sayounara" toeveryｭ

bodyusingaphrasethatProf.Akibatoldme

“5∞ years ago an Italian. travelling West,

discoveredAmerica, youtravelledEast...and

discoveredJapan'ｻ

(イタリア国立推進エネルギ 研究所.宇宙研客只研究員)
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定年退職にあたって

川添道和

昭和37年 2 月 2 日鹿児砧宇宙空間観測所(KSC)

の起L式が挙行され.陸の孤J;.~ 内之ηIiもロケ y ト

の町と誕生し現イl の計総センターから OT-75-1号

機が才l ち J~げ句れました。当時は，田l から長坪 K

SC まて'の道路は舗装されてないために rFi I りの

時など自動車がぬかるみにはまり大変な思いをし

たり，夜間的打ち上げの時などは車の中で仮眠し

たリ，今から思えばただただ憤かしく感じること

がいろいろとありました。そして点京大，宇干生産技

1術桁削4制研W5究E円所i カか‘ら 来品京〈大，，"1'畝"j<'1巾

宙科学4副研!汗f究所へと改組さ tれl ，まt した。

私は，目白初40年 10月に職員として採HI されまし

た。時には休日等先生万実験HIの}J々と海へ行き

魚釣りをしたり .思いM1はっきません。

昭和145年 2 nL-4S-5号機によって，人て14i ),1

「おおすみJ の誕生は今でも強〈脳炎にやさつい

て離れません。 Jえが闘に於いて初めての人工衛星

への挑i践とあって観測所内は緊娠の連続でありま

した。報道陣は大挙して詰めかけ 実験皮肉御苦

労が手に取るように分りました。実験は成功して.

そのr， も「おおすみ」と命名され.内之浦町民、

鹿児I:.\ W- Kいや全同氏の必ひ"は大変主もので内之

浦町民は旅行列をやりました。その後ロケ y トも

大破化して M ロケ y トの時代を迎え. I昭和46年 2

月には「たんせいJ が誕生し.その後20数機の衛

星が打ち|ョげられています。

KSCは，今や世界のヰ Hi宅 )H1のliI!測になくては

ならぬ存在となっています。これも f，，~に実験に研

究にと携わった 1m先生万を初的多くの関係行の努

力の結栄に他ならないと信じています。後わずか

ですが.私は実験場で働く-I'i として.人の和と.

将来実験はますます尚!主化し絞雑化していく事が

予想されますが尖験に主防を来たさないよう一層

の努力を党似しなくては〈よらないと思います。退

織に当り，今後のM-V型ロケ y トの研究開発と実

験観1則が成It} し大きく羽ばたき続ける‘1与を信じま

す。(かわぞえ みちかず)
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